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類人猿とは異なる乳幼児のユニークな発達
　乳幼児はとても不思議な生き物です。生まれたての乳児は、次第に人を意識し、
仲間を見分け、社会の一員となるように行動していきます。それはなぜでしょう
か。世界のどのような暮らしの中でも起こる現象ですが、その仕組みについては誰
も知りません。
　本書では、これらの発達についてわれわれの祖先に最も近い類人猿（チンパン
ジー・ボノボ）と乳幼児の比較実験を紹介しながら人間独自の発達の仕組みを解
明していきます。著者自身を含む最近の研究から、乳幼児は、他者がどのように考
えているかという意識を始めるだけでなく、ある年齢を超えると仲間を尊重し、そ
の中で平等に扱われることを期待し、その一員として振る舞うように行動を選択す
るということがわかってきました。
　人間だけがもつ人間らしさを生み出す心の仕組みとは何か。発達に興味をもつ
すべての人にお贈りしたい1冊です。

内容見本

著　者　マイケル・トマセロ（デューク大学心理学／神経科学教授）
訳　者　大藪 泰（早稲田大学名誉教授）
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わけ複雑な文化的環境のもとでスキルを学習し発達させるために長い時間かかる

ことを示唆している．つまり，個々の発達の経路で何らかの違いがあるとはい

え，人に共通するパターンは，初期の基本的スキルの発現の後に，非常に複雑な

スキルを備えた大人の最終ポイントに至るまで長期の発達期間が控えていること

である―この後さらに詳細に見ていく．

人の心理学的生活史

時間がかかる脳の成長を含む比較的ゆっくりした個体発生のパターンとは，子

どもが文化的集団の有能なメンバーになる前に，多くのことを学習しスキルを発

達させなければならないという人の文化的な生活への適応の一部だということ

は，人の進化を対象にする研究者によって広く認められている．またこうした能

力は単なる文化的な流行やファッションではない．初期人類は，基本的な人工物

やシンボルの適切な使用を含む，さまざまな文化的に伝達される生活手段と社会

的慣習をマスターしなければ生き延びることができなかったのである．これは，

文化集団の有能なメンバーになるための早期に出現するスキルが子どもにあるこ

とを期待させるだろう．

この提案を支持する証拠がハーマンら（Herrmann et al. 2007）によって提供さ

れている．彼らは多くのチンパンジー（n＝ 106），オランウータン（n＝ 32），

人の 2歳半児（n＝ 105）に対して，広範囲な認知テストを実施した．そのテス

トバッテリーは，自然環境にいる霊長類が関わりをもつ物理的問題と社会的問題

を含む多数の認知能力を評価する 16の非言語的課題から構成されていた．物理

的世界と関連したテストは，空間，量，道具，そして因果関係に関係する問題で

をわずらわされることなくさまざまな仕事に従事したり，他の類人猿より短い時間

間隔で子をもったりすることを可能にさせる．この協力的な養育パターンが生み出

した別の重要な結果―それは乳児期を記述する箇所でしっかり考えることにした

い―は，たくさんの異なる大人からの安心なケアと注意が乳児に対して特有な認

知と社会的な努力目標を提供することになり，おそらくそれが彼らの早熟な社会的

能力と認知的能力の発達に貢献することである（Hrdy 2016；Hawkes 2014）．

主要な点は，この個体発生を支える非常に協力的なニッチが，きわめて長期化

する個体発生を可能にさせることである．食物と情報を提供する大人がいるた

め，子どもはエネルギーや情報を維持するというコストとリスクから自由にな

り，認知と社会的なスキルを発達させる時間を取り込んでくることになるのだろ

う．その全体的なパターンを理解する最も具体的な方法は，人とチンパンジーの

脳の成長を長期間にわたって見ることである．人の大人の脳の大きさは他の類人

猿のものより 3倍ほど大きい．しかし，成熟した時点でのこのきわめて大きなサ

イズの違いを除外したとしても，チンパンジーと人の脳がそれぞれ大人のサイズ

に到達する相対比率は非常に異なっている．図 2.2に見ることができるように，

すでに誕生時点でチンパンジーの脳は大人の脳のサイズのほぼ半分の大きさに

なっている．2歳までには大人の脳のサイズの 90％になる．際立って対照的に，

人の脳は誕生時には大人の脳の 20％に過ぎず，8歳までは大人のサイズの 90％

にまで到達しない．

人の脳がチンパンジーより 3倍大きいという事実は，成人での認知機能が複雑

になっていることを，また発達の比率が大きく遅れることは，人の子どもがとり
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図 2.2　 人とチンパンジーの子どもの脳の大きさの年齢推移（大人の脳との相対比率）（コキュー
ニオットら（Coqueugniot et al. 2004）のデータから）

図 2.3　 人の子ども，チンパンジー，オランウータンの認知能力の検査結果（ハーマンら（Herrmann 

et al. 2007）の結果のまとめ）
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て文化内で一人前の「人」になるために文化的知識を獲得するための準備がいか

に行われるかを描いている．

問題と展望

ほとんどとは言わないが，本書で記された結論の多くは，大型類人猿と人の子

どもの比較研究に基づいている．こうした研究にはいくつかの論点で批判があ

る．最終的な結論に進む前に，こうした批判を取り上げ，今後の比較研究を改善

する方法を示唆しておかなければならない．

大型類人猿の研究

ここで報告された大型類人猿研究のほとんどは，中間的な理論的立場を取る大

型類人猿の認知と社会性についての結論を支持している．一方，ポヴィネリとヴォ

ンク（Povinelli & Vonk 2003, 2004），ラーツ（Lurz 2011），ヘイズ（Heys 2015）と

いった類人猿を「低く評価する研究者」（“scoffers”）は，こうした研究が大型類人

猿に洗練され過ぎたスキルを帰属させていると批判する．特に彼らは，心を読む

実験が示すのは，大型類人猿の複雑な社会認知的スキルというより，「行動読み」
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図 11.3　理由提供と正当化に支えられた集合意図性の能力と動機づけの図式

があるだけなのだろう．協力的思考と道徳的談話では，パートナーが自分の信念

や価値観を言い表すときには，それを理解する子どもが必要になる．また協力的

思考と道徳的談話には，パートナーの視点を取ることができ，非協力的あるいは

非道徳的な行動をたしなめるパートナーを二人称的な主体として尊重できる子ど

もも必要とする．さらに，協力的思考と道徳的談話は，お互いを公平に扱い，他

者が自分たちについて考えていることに配慮して，他者と集団の社会的規範を尊

重するようになる子どもを求めている．重要なことは，強い成熟的基盤をもつス

キルを必須としつつ，6～ 7歳児は，人に特有な社会的生活で非常に重要な働き

をする合理的な規範的構造をもつコンテクストで，仲間と一緒に日常的なやり取

りを共同構築しなければならないことである．これが実際に重要なプロセスであ

る証拠は，異なる文化に属する人々が仲間と一緒に行う問題解決や道徳的な談話

での協力や推論に，多くの，また時には大きな差異が生じていることである．

こうしたことすべてで，子どもを大人とは見なさないように注意しなければな

らない．6歳児と 7歳児を一人前と考える社会はない．それは，普通，青年から

であり，事実，多くの文化には，青年が一人前の大人に移行することを明確にさ

せる儀式がある（通過儀礼など）．そうすると，6歳児と 7歳児に欠けているの

は何であろうか．それは，彼らには文化的知識，つまり理由提供談話が基盤とす

る物事を文化がどのように実現させているのかといった知識がほとんどないこと

だと主張しておきたい．だから，6歳児には，干ばつやお金の働きについて十分

な知識がないので，次の干ばつにどう対処するか，あるいは，お金にまつわる男

同士の煮えたぎった口論にどう対処するか，といったことに対する協力的な問題

解決に参加することができないのである．また，その文化において社会的で道徳

的な意思決定を支配する価値の階層を十分に活用することもない．これらはすべ

て，十分な合理性と責任感を備えた子どもが，日常的に生じる多くのさまざまな

場面で適切に対応するのに必要な文化的知識を獲得する学齢期，つまり児童期中

期の課題になってくる．

もう一度，単純化し過ぎるリスクを承知で図 11.3を提示する．これは 6～ 7

歳児が文化的世界と関係する基本的な状況を要約した図式である．このダイアグ

ラムには，義務感覚とともにある共有的な心的態度―「わたしたち」が物事を

実行する際に生じる集合的コミットメント―というトップレベルがある．ボト

ムレベルには，共有された信念，価値，そして協力的で道徳的なアイデンティ

ティを集団内の「わたしたち」と保持することを可能にさせる理由提供や正当化

といったものがある．非常に図式的であるが，このダイアグラムは，何が 6歳児

と 7歳児を幼い子どもより合理的で責任性のある存在にするのか，そして，やが
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社会的学習と文化伝達は，最も広い意味で，動物王国に偏在している．しかし

人のそれは明らかに特殊である．その特殊性は，ラチェット効果という特徴をも

つ累積的文化進化のプロセスで最も間近に見ることができる（Tomasello et 

al. 1993a；Boyd & Richardson 1996）．集団内の誰かが有用なものを発明すると，

理想的な環境では，われわれすべてがそれをすぐに手に入れる．その後，誰かが

そのオリジナルな発明を改善するようにセットされる．そして誰しもがその改善

されたものをまた手に入れる．こうして，われわれすべてが集団の仲間の一人ひ

とりの洞察から利益を得るがゆえに，重要な意味で文化集団内の誰もがもつ認知

的資源を蓄えていくプロセスが生まれる．このラチェット効果による累積的文化

進化は，模倣や同調という特殊なスキルと，人に特有なペダゴジーと教示学習

（instructed learning；大人は文化を代表する者として子どもに学習を強要する）に

よって可能にされる．こうした特異な文化学習のプロセスのすべては，共有意図

性のプロセス，とりわけ集合意図性という第 2ステップを構成するプロセスにい

ろいろな点で由来する．

大型類人猿は社会的学習のいくつかのスキルをもち，実際に，一部の大型類人

猿の集団は世代をまたいで続く行動的「伝統」を成立させている．しかし，文化

の中で生き残り成功するために，人の子どもは文化学習というより強力なスキル

をもたなければならない．たとえば，人の乳児とよちよち歩きの子は，類人猿が

するように，他者を観察して道具的課題に役立つ情報を集めるだけではない．そ

れが自分自身で学んできたものを覆すことを意味しているときでも，他者に能動

的に同調する．そうすることによって，彼らは類人猿のように他者の行動が生み

出した結果を再生産するだけではなく，他者の視点を利用しながら他者を通して

（through）学習していくのである．そして大人は，幼児に積極的に事物を教え，

3歳頃になればすぐに，子どもは自分の経験よりも伝達される知識を信じるよう

になる．その教示を個人からではなく，文化全体から来るものと理解するからで

ある．彼らはペダゴジーを権威がある文化の専門家が客観的な知識を自分に伝え

ようとする試みとして理解していく．子どもが教示のプロセスを内化すると，自
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分自身の行為と思考を大人の視点から，そして最後には，集団の規範的な期待

（基準）の視点から実行的に自己調整するようになる．

しかし，文化学習は重要なスキルや知識を獲得するためだけにあるのではな

い．それは重要な社会的関係を確立するためのものでもある．たいていの文化を

含む，人のあらゆるタイプの社会的集団で見られる凝集性の主たる根源の 1つは

同調である．人はとりわけ文化的実践を共有する人々を好み信頼する―それは

自分と同じように話し，同じような衣服を着て，食事をする人々である．だか

ら，集団に所属し調和するために，互いに真似をし，互いに同調しようとさえす

る．道具として役に立つことがない文化的な儀式さえ真似をする．人の文化学習

は，他の類人猿とは異なり，有用なスキルや知識を獲得することだけではなく，

他者や集団との社会的連帯を示し，強化しようとさえするものなのである．

前 2章で，子どもがどのように他者と精神的に協応するようになるかを見てき

たが，この章では文化伝達の次元に焦点を当てる．つまり，幼児が，個体発生の

間に，自分の属する文化にいる他者が発達させ教えようとするスキルや知識をい

かに吸収するかである．こうした知識の多く―いわば認知的内容―は，個人

の生存に必要である．さらに，その多くは文化集団内での個人の居場所を定める

働きがある．主要な個体発生的な移行は 3歳頃に生じるが，その頃の幼児は他者

からただ模倣したり文化的に学習をしたりするのではなく，成人のペダゴジーを

客観的知識の文化伝承として十分に理解するようになっている．

類人猿から―社会的学習

ほとんどの哺乳類そして多くの霊長類は，ほぼ自分一人で獲得した知識だけに

基づいて世界とやり取りしている．社会的動物であることを基盤にして事物を学

習する―たとえば，群れについて行って水がある場所を学ぶ―こともある

が，情報を他者から能動的に探索することはなく，他者に何かを教えることもな

い．大型類人猿が他者の動作を積極的に観察し，新しい情報を手に入れるのは確

実だが，そこには時間や機会があっても自分自身で学習できないようなものはほ

とんど含まれていない．また類人猿でさえ，能動的に教えることは皆無である．

社会的学習はもっぱら他者のスキルと知識を個別に利用することについてであ

り，他者と協力することについてではない．

大型類人猿の社会的学習

異なる個体群の野生チンパンジーには異なる行動があり（Whiten et al. 1999），
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ISBN978-4-621-30313-9

心理学を志す学生や一般社会人も手に取りやすい見開
き完結の読み切りの構成で、基礎から応用、実践までを
体系的に網羅した中項目事典。

発達心理学事典
日本発達心理学会 編
A5判・712頁
定価22,000円（本体20,000円＋税10%）
ISBN978-4-621-08579-0

妊娠・子育てから終末期ケア・長寿研究までを周辺分
野の視点を含め、「そだてる」「はたらく」など状況別に
紹介。全項目見開き完結。

最新情報・詳細は
こちらから

丸善出版ホームページへ

〒１０１－００５１ 東京都千代田区神田神保町 ２－１７  神田神保町ビル 営業部
ＴＥＬ（０３）３５１２－３２５６ ＦＡＸ（０３）３５１２－３２７０　https://www.maruzen-publishing.co.jp丸善出版株式会社

2023年3月刊行

目　　次


